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麦 類 の 出 穂 生 理 と そ の 遺 伝 第10報
オオムギ春播性遺 伝子 の収筒お よび
その柚裁要素に及ぼす影轡*
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画紳 ま3･6m2 とした.鵜培管耶 Hrf行法によ､つて行ない, ,aI.]寵は,山地胤 相良 撒長,
穂教 (50cm間),轍密健,地軸冊数 (段数),1000ft'LrFtI,1穂粒敬,茄TrL:(50cm問)お
よび収Li正 (全杓垂)の 10形矧 こついて行なった.
実 験 結 果
1. 春,秋播性遺伝子型間の差異と相互作用
1974年度の試写如ますべて,6仙人し交雑を'(7な って苛成した春描作系統 (以下 B6倒 16
性系統 とよぶ)であったが,1975年度はこの Bd瀬肺性系統 と,11剛ノlL交雑して育蛇し
た春播性系統 (以下 BH准柿性系統 とよぷ) とを同時に湘jL'-した.はじめに,戻し交維u)
fnj数の差が調布した形矧こどの程聴現われるかについて 1975年度の排尿を述べる.
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拭),t7-時肌 播性泊伝子および)日加勺弼 iL1-の3要個に対する1れ 2次の交互作用の有意性
の有無 ま.両年次の間で多少とも差が認めら九ろ.しかし,それぞれ報培時期間, 遺伝子
酬 汁 jri-伝的曹別称こついては,F｡の情から推rJ正される有藩性の有す附tf.l杵 次間にほと




の差穴は形矧 こよって｢l帖 かにT･1-jL-,f=,刑 毒,鮎数,1000粒屯と収称こは差がなく,也
拙 臥 拙長･TO.よび 1RF.粗数に差が認められ る . -7j,春播性系統間ではす/＼丁の形質につ
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第5韻によると,多少の例ケトはあ,乙が,I()OO粒乱 概数中郡･丁甘棚 の形跡 こくらへて寮
怖性,l日伝了の膨門が少加 ､といえる.lITiTITi-I.述･てた全:,nli三分'lfJtの分廿 亡は.これらの形門
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･T･'L D 呈呂 嘉 妄 1妄言:･ト 嘉 一
'阜 5%, 糾l%水準で爪息 l'(榊F,･系統一反役視)/反校規×100 2,l-守-木け2tj･,
て,.ll枇肌 相長,1穂打払 馳簡腰 ,札剛節数は 酎番性揖伝子の影や;が .LJjや1-い形質と
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D-大六角1シ; a)a :1974年度, b:L975J'F艦
伝-T.を帝人すると,迎伝的得亨T.･や二勘卵与風の追いに刷調繰なく,いずれ も.Ll租が2-12n









背景の場合は ともに作を5-9cm仲良し,他を 4-911m長くし,柏 仙節数 1-5とl拙
粒数を5-8粒J門加させた.これらU)J払広子盟は,大六柏1A,I-の)Li伝nJ曹);:,･の場(TにJ､i長































形 IFf 瑞 碁晶 袈 2' 輩仙 窟 sh She【
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並で他の迫伝千里 よりず っと大きな交Ll/川｣を/I(すが,出拙期についてはほ とんど認め ら
れず,伴長についてもごく少ない,また,Sh3塾の助命は,1稚拙数,董蓮 および収i;i.で
交7.,.作用は大 きく,棚 的節数一〔ほ小さい そ してこの遺伝子型は,概 して剖 諮成増の峰秋
掻拭上.tiu)頃合より交il.作用が大 きく現われ る帆向かある.Sh2IとSh211増 については,多
くの形質においてil･)一名はそれぞれ蛾似した桁数を/T(し,地軸節数や組数ではL･r.)き出 ､が人
きく,1000持前や収.hi:では小さか った .なお,秋播拭情 と奔播｣柚‖二で桁数のF卜且がiL･lJJ:
る形'Elが比世的多か ったのは Sh3の場 tTて,shでは少ない.
考 察
Hanson (1959)によると,特定のうむ伝i･を伽持 Lつつ 反復)/lTL交鮒 ㌻る場合,その遺




いるというべ きであろう.しか し実際には,文,JHt:_のたびに 多少 とも選抜が 加えられるか







つぎに 本研究で得られた結果につ いて 論議を進めるが,出穂跡 こ幽しては さきの安川











伸二J:7J/r牡/I,1は ないこと,iJ小す Tumといえよ･).PLlgSley(1971)によると,:小- ス トラ







入した場合は,秋播機培,倒番戊倍に拘らず,伴や租を長 くし穂 l抽節教や 1風位数7Lf増加
した,収i･はJ/ト次問に差があるが,1974車には多少とも増加が.1,紳)られた.これ らからみ
ると,1ljか描性遣tii子の作用は収且性を高める^向に捌いているといえよう.-)J,もう






触牧と1OOO粒 屯は 収量に対してI吊射J勺/i･'.へ'lJ一一が ほとんど認められ/i:い.そLて,Shヱ型
152 仏学 Ji)｢光
系統の場合は,穂長が増加し柚が掛 こなり,地軸節数が増して 1地租数が増加したことが




培時に収益を低下させたものとみなされJIYA,.Shtiを導入すると強 く早生化されるか ら, 早
生の早木骨2号にこの池伝子を導入すると牛育日数がさらに短縮し,そU-)膨刊が各形質に
間接的に現われているに違いない.














ょび Sh3,Ly6回 および 11IiJの述fJIJ)IL交鮒 こよ-,て早iLLlnF_.柾のJ7㌧木曾2J,と晩′r.,I.)｣祉U)
大六角 1号の遺伝的背l封こ導入した計8麟0)別席性系統 とその反復親とである.これら('~)





















ずれ も出穂)U]を早め,押長を短縮 し,i-P生の退転的背jliTでは 1槻粒数を減少させ収量 も




4) 個々の春播性遺伝子と泊伝的背jiL･との働 き合いは,同じ春描性迫伝子鋸 苛つ大六角
型 と早木骨塾 との差 と,AflITJ反復親問の差との くい追いの辞腔に よって 表示 した, そ(/j結
盟,Sh2tとSh21日よShJや shに くらべて交互作用が大きく現われる形質が多 く,また,









とその工l破瓜びに畑州仙 分れ LfJi半桝光 :-',5'･831109.
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